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会長　井　上　峰　夫

新年のごあいさつ

あけましておめでと
うございます。
会員の皆様方には新
年をお迎えしすがすが
しく、健やかにお過ご

しのこととお慶び申し上げます。
平素より私ども銚子法人会の活動にご理解とご
協力を賜り、誠にありがとうございます。
さて、昨年夏のパリオリンピックでは、活躍する選
手たちに大いに勇気づけられました。
今年は、世界の英知が集結し、新しい商品の誕生
により生活の利便性向上のきっかけになると言われ
ている大阪・関西万博が開催されます。我々にも地
域企業・中小企業の活性化など身近に良い影響が与

えられ、豊かな日本文化の発信のチャンスを実現し
て貰いたいものです。
当会においても、新入会員が27社加入され、新た
な仲間をたくさん迎え入れることが出来ました。異
業種交流を通じて会員の皆さんと力を合わせ、より
一層結束力の高い組織を目指し地域社会への一段
の貢献に勤めて参ります。
さらに、時代の変化に沿うよう、法人会活動も、新
たな気持ちで公平で健全な税制実現のため、会員
企業の声を立法府等にアピールするとともに、税の
啓発や租税教育を積極的に推進して参ります。
本年も会員の皆様方のご事業のご繁栄とご健勝
を心から祈念いたしまして、私の新年のあいさつと
させていただきます。

銚子税務署長　鈴　木　邦　典

新年のごあいさつ

　新年あけましておめ
でとうございます。
　令和７年の年頭に当
たり、公益社団法人銚
子法人会の皆様に謹ん

で新年のお慶びを申し上げます。
　旧年中は、井上会長をはじめ貴会の役員並びに会
員の皆様には、税務行政の運営に対しまして、深い御
理解と多大なる御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨年は、各種講演会や税を考える週間行事など各
種活動を通じて、貴会は活発な事業活動を展開され
ました。
　これは皆様の法人会活動に対する熱意の賜物で
あり、心から敬意を表する次第です。本年も、充実し
た活動を展開され、地域の中核として活躍されるこ
とを御期待申し上げます。
　さて、国税庁においては、納税者の利便性向上、
行政の効率化、社会全体のDX推進への貢献を図る

ため、税務行政のデジタル化に取り組んでおります。
　本年１月からは、税務行政のデジタル化における
手続の見直しの一環としまして、申告書等の控えに
収受日付印の押なつを行わないことといたしました。
申告書等を書面で提出する際には、申告書等の正本
のみを提出していただきますよう、お願いいたします。
　また、本年４月１４日より東京国税局管内の全税務
署において、領収受付時間を９時から１５時までと変
更いたします。是非、この機会にキャッシュレス納付
の手続を行っていただき、積極的なご利用をお願い
いたします。
　法人会会員の皆様におかれましては、制度の内容
を十分御理解いただき、引き続き御協力賜りますよ
うお願い申し上げます。
　結びにあたりまして、銚子法人会の益々の御発展
と会員の皆様方とご家族の御健勝並びに事業の御
繁栄を心から祈念いたしまして、新年の挨拶とさせて
いただきます。

合 同 会 社 あ し か 荘

株 式 会 社 笠 良

さ と う 丸 ト ラ ッ ク 株 式 会 社
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株 式 会 社 R I S E
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組織委員長　大　川　勝　美

会員増強運動のお礼

　あけましておめでと
うございます。
　今年度も、会員の皆
様方には会員増強運動
にご協力いただき誠に

ありがとうございました。特に地元金融機関の皆様
方や大同生命、AIＧ、アフラックの各保険会社様に
はお忙しい中、この事業をご理解いただき格別のご
協力をいただきありがとうございました。おかげさ

まで、27社の新しい仲間を迎え入れることができま
した。
　組織委員長として改めましてお礼を申し上げます。
　そして、新しく会員となられました皆様方には、新
たな異業種交流の場として当法人会を積極的にご
活用していただきたいと考えています。
　最後に、新たな年に向けて会員の皆様方の益々の
ご発展をご祈念申し上げて、新年のご挨拶といたし
ます。

支部名 R6.9.1会員数 入会数 退会数 R6.12.10会員数 所管法人数 加入率12/10現在
支 部 別 法 人 加 入 数

銚 子 法 人 会 へ よ う こ そ （支部別50音順）

　　　　※個人は含まず

銚子支部
旭 支 部
匝瑳支部
計

743社
557社
401社
1,701社

10社
8社
9社

27社

2社
4社
3社
9社

751社
561社
407社
1,719社

1,472社
1,482社
830社
3,784社

51.0%
37.9%
49.0%
45.4%

電話番号法　　人　　名 所　　在　　地

合 同 会 社 あ し か 荘

株 式 会 社 笠 良
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有 限 会 社 イ ン テ リ ア 加 瀬 倉

株 式 会 社 季 楽 里 あ さ ひ

銚子市海鹿島町5290

銚子市川口町2-6283-1

銚子市小畑新町8085-1

銚子市清川町3-3-9

銚子市上野町119-28

銚子市富川町435-1

銚子市長塚町1-495

銚子市松本町2-984

銚子市長崎町10818

銚子市川口町2-6385

旭市飯岡2476

旭市イの5238

２２-８１６５

２１-３６５３

２１-５６７３

２２-７０３６

２１-５３８０

３５-０３７６

２３-４８５５

２１-９２６９

２２-７８６２

２１-５３１０

５７-２２１３

６２-０８８８

株 式 会 社 新 昭 園 芸

有 限 会 社 精 工 堂 電 器 商 会

D a - w i n 合 同 会 社

大 新 観 光 株 式 会 社

株 式 会 社 都 留 緑 化

株 式 会 社 H A L 建 築 設 計

有 限 会 社 イ ハ シ

有 限 会 社 エ ー エ ム テ ィ ー

合 同 会 社 K & K

株 式 会 社 紅 菱 企 画

株 式 会 社 小 波

株 式 会 社 C N

合 同 会 社 人 事 サ ポ ー ト

有 限 会 社 ツ カ サ ホ ー ム

株 式 会 社 R I S E
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合 同 会 社 あ し か 荘

株 式 会 社 笠 良

さ と う 丸 ト ラ ッ ク 株 式 会 社

ス マ イ ル ホ ー ム 株 式 会 社

株 式 会 社 T A O

有 限 会 社 銚 子 美 装

株 式 会 社 名 雪 鉄 工 所

花 村 架 設 株 式 会 社

有 限 会 社 八 代 漁 業

合 同 会 社 U O T な べ ぶ ん

有 限 会 社 イ ン テ リ ア 加 瀬 倉

株 式 会 社 季 楽 里 あ さ ひ

電話番号法　　人　　名 所　　在　　地

株 式 会 社 新 昭 園 芸

有 限 会 社 精 工 堂 電 器 商 会

D a - w i n 合 同 会 社

大 新 観 光 株 式 会 社

株 式 会 社 都 留 緑 化

株 式 会 社 H A L 建 築 設 計

有 限 会 社 イ ハ シ

有 限 会 社 エ ー エ ム テ ィ ー

合 同 会 社 K & K

株 式 会 社 紅 菱 企 画

株 式 会 社 小 波

株 式 会 社 C N

合 同 会 社 人 事 サ ポ ー ト

有 限 会 社 ツ カ サ ホ ー ム

株 式 会 社 R I S E

旭市ロの594

旭市ロの801

旭市イの4337-1 イオンタウン旭　２階

旭市イの2681

旭市三川4481シーベルA棟

旭市鎌数9138-1 ダイワパレス201号室

匝瑳市栢田68

匝瑳市椿2211-1

匝瑳市春海4400-4

匝瑳市八日市場イ138-10

匝瑳市八日市場イ1454-4

匝瑳市若潮町5-5

匝瑳市八日市場イ112

匝瑳市八日市場ハ385-1

匝瑳市八日市場イ1016-5

６２-１４７０

６２-２１５８

７４-７１１２

６３-４５００

７４-７３７６

７４-３６１６

６７-３７０７

７４-８８２５

８５-８０９８

７３-０８４５

６１-０８６２

８５-７９９４

７３-３０６０

７４-３３７０

令和7年度税制改正スローガン
〇「金利のある世界」が到来。
　　　　　新たな財政再建目標の策定を！
〇企業への過度な保険料負担を抑制し、
　　　　　経済成長を阻害しない社会保障制度の確立を！
〇人手不足など厳しい経営環境を踏まえ、
　　　　　中小企業の活性化に資する税制措置を！
〇中小企業は地域経済と雇用の担い手。
　　　　　本格的な事業承継税制の創設を！

令和7年度税制改正に関する提言

行動する法人会
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さ と う 丸 ト ラ ッ ク 株 式 会 社

ス マ イ ル ホ ー ム 株 式 会 社

株 式 会 社 T A O

有 限 会 社 銚 子 美 装

株 式 会 社 名 雪 鉄 工 所

花 村 架 設 株 式 会 社

有 限 会 社 八 代 漁 業
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有 限 会 社 イ ン テ リ ア 加 瀬 倉

株 式 会 社 季 楽 里 あ さ ひ

株 式 会 社 新 昭 園 芸

有 限 会 社 精 工 堂 電 器 商 会

D a - w i n 合 同 会 社

大 新 観 光 株 式 会 社

株 式 会 社 都 留 緑 化

株 式 会 社 H A L 建 築 設 計

有 限 会 社 イ ハ シ

有 限 会 社 エ ー エ ム テ ィ ー

合 同 会 社 K & K

株 式 会 社 紅 菱 企 画

株 式 会 社 小 波

株 式 会 社 C N

合 同 会 社 人 事 サ ポ ー ト

有 限 会 社 ツ カ サ ホ ー ム

株 式 会 社 R I S E

去る令和６年１０月２４日（木）、レインボーカントリークラブで、第２９回銚子法人会親善チャリティゴル
フ大会を開催しました。
参加申し込み人数は９６名で前回より若干少なめでしたが、雨が心配された天候から当日は晴天となり
汗ばむほどの小春日和で久しぶりにいい汗をかき仲間との会員親睦を大いに図ることが出来ました。
今年も例年通り１８ホールで順位を競い合ったので優勝の行方が最後まで分からず、参加者全員で表
彰式を行うことができ順位発表の都度大いに盛り上がりました。
当日の参加者から１１万４千円のチャリティが寄せられ法人会の寄付と合計して３０万円を「旭市」へ、
青少年育成を目的として寄付いたしました。

旭市へチャリティ30万円の寄付贈呈。
左から、平野陽一旭支部副支部長、嶋田隆嗣旭支部長、米本弥
一郎旭市長、宮内保旭支部幹事

出発式の皆さん

優勝の宇野佐太夫氏
㈱東総オートドア

谷口競技委員長からのルール説明

チャリティ30万円は旭市へ寄付

第29回 親善チャリティゴルフ大会

成　績　表
順　位 氏　　名 法　　人　　名 Gross NET
 優勝 宇野　佐太夫 ㈱東総オートドア 103 69.4
 準優勝 梅林　一彦 ㈾梅林モータース 94 70.0
 3 鈴木　英人 鈴久建設㈱ 93 70.2
 4 向後　久雄 向後スターチ㈱ 92 70.4
 5 椎名　 保  アトリエ椎名 78 70.8
 6 内山　幸彦 阿部建設㈱ 84 70.8
 7 菅谷　加一 ㈲山平工業 75 71.4
 8 實川　凌磨 ㈱千葉興業銀行銚子支店 105 71.4
 9 熱田　文彦 共興郵便局 80 71.6
 10 木村　隆正 木村プログレス工業㈱ 91 71.8

公益社団法人銚子法人会主催
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銚子税務署からのお知らせ
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銚子税務署からのお知らせ
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旭県税事務所からのお知らせ
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旭県税事務所からのお知らせ
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　令和６年１１月７日（木）～８日（金）に福井県

の「サンドーム福井」等で第３８回法人会全国青

年の集い福井大会が開催され、私他５名が参加

しました。

　この「全国青年の集い」は青年部会員の研さ

んや交流の場として、全国各地で毎年１回開催

しているもの。今年は「福の國より未来を研（み

が）け！～志を立て、新時代の扉を開こう～」を大

会スローガンに、全国の青年部会員約2,000名

を超える登録がありました。

　私も参加した「円卓会議」は、全国の青年部会

長が数十のテーブルに分かれて討議し、一緒に

活動する仲間作りを進めるための「会員拡大」を

テーマに取り上げ活発な議論が交わされました。

　さらに、各地で実施する「租税教育活動」の

取り組み事例発表では、全国の国税局管内から

選抜された１１会がプレゼンテーションを行うと

ともに、各地の青年部会や企業が取り組む健康

経営の実施事例を紹介する「健康経営大賞」を

コンテスト形式で開催いたしました。

　租税教育活動や健康経営の事例発表ではど

の取り組みも、自らを取り巻く社会や環境に根

差し工夫やアイデアを凝らした事例が発表され

ました。私自身も所属法人会や自社での活動の

参考となるよう熱心に聴講してきました。今後の

活動に積極的に取り入れていきたいと考えてい

ます。これらの事例発表や大会式典を通じて、

大会は大いに盛り上がりました。

　銚子法人会青年部会は、税を中心とした活動

で国や地域への貢献を目指すとともに、新入会

員を募集していますので、ぜひ一緒に活動を盛

り上げていきましょう！

お問い合わせは、法人会事務局まで、お待ちし

ています。

青年部会長　鈴木　勇

全国青年の集い「福井大会」に参加して
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社会貢献活動　元気訪問
医療法人 慈風会　介護老人保健施設　慈風苑

パソコン研修会

女性部会が中心となった「元気訪問」は令和６年１１月27日に行いました。時節柄、入所者の

健康と安全に配慮し、介護機器の贈呈式だけを行い、大里忠弘副会長から飯島施設長へ車椅子

他を贈呈しました。

当日は、96歳になる利用者代表の山口様よりお礼のごあいさつをいただきました。

令和６年１２月５日に東総コンヒュ゚ーターシステムの教室にて「パソコン研修会（中級編）」を開
催し、3時間に及ぶ研修でしたが、参加者の皆さんは先生への質問を活発に行い、真剣な取り組み
の中で行われました。
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銚子税務署長表彰

令和６年度　納税表彰式
11月12日（火）、犬吠埼ホテルにおいて、銚子税務署と関係６団体の共催により「納税表彰
式」が開催されました。式典には、鈴木邦典銚子税務署長、関係６団体の各会長が出席。また来
賓として早川勝広千葉県旭県税事務所長、越川信一銚子市長他の臨席をいただきました。
納税表彰式では、納税申告制度と納税意識の高揚に尽力されたことによる「銚子税務署長表
彰」の５名及び「銚子税務署長感謝状」に対し表彰が行われ、国税庁長官表彰、東京国税局長表
彰の受賞者が披露されました。
続いて、関係団体の感謝状が贈呈され、銚子法人会会長感謝状が８名に贈られました。

国税庁長官表彰受彰者 東京国税局長表彰受彰者

会長　井上峰夫 氏 女性部会 部会長　小川惠子 氏

本部副会長　平野陽一 氏　　／　　本部理事　渡邊勝豊 氏
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青年部会 理事
加瀬大輔 氏
青年部会 理事
佐久間克利 氏
銚子支部 幹事
櫻井公恵 氏
青年部会 監事
座古拓也 氏

女性部会銚子支部 理事
髙木三恵 氏
旭支部 幹事
髙山　久 氏

女性部会旭支部 会計理事
林　昌代 氏

女性部会匝瑳支部 理事
増田洋美 氏

銚子法人会会長から会活動に功績のあった次の８名の方々に感謝状が贈られました。

銚子法人会会長感謝状受賞者

銚子税務署長感謝状

株式会社　ホンダカーズ東総 
旭市二の1720-2

代表取締役社長　加瀬　一幸

本部理事　加瀬善一 氏　　／　　青年部会部会長　鈴木　勇 氏

優良申告法人の表敬
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令和6年10月16日に、第10回「税に関する絵はがきコンクール」の選考会を一山いけすで行い、銚子

税務署長賞や銚子法人会女性部会長賞など48作品を選考しました。

作品は、小学校6年生を対象として管内6校から152作品の応募があり、事前審査を経て、銚子税務署

鈴木邦典署長、佐藤洋通副署長、法人課税第1部門大村紀仁統括調査官、大西調査官、小川惠子女性部

会長をはじめ女性部会の役員や会員の皆様が選考委員となって慎重に選考会を行いました。

参加小学校の校長先生や担当先生の皆様方には、この事業の趣旨をよくご理解いただき、積極的にご

協力いただき誠にありがとうございました。

厳正な審査を行う銚子税務署長と女性部会の皆さん

旭市立富浦小学校
林　莉桜

匝瑳市立八日市場小学校
日色　咲月

慎重に集計する税務署幹部の皆さん

千葉県女連協会長賞 銚子税務署長賞

第10回
銚子法人会 女性部会主催

税に関する絵はがきコンクール
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銚子市立双葉小学校
近藤　結菜

銚子市立双葉小学校
信太　志仁

銚子市立飯沼小学校
秋葉　遥介

銚子市立飯沼小学校
清野　結麻

匝瑳立八日市場小学校
江波戸　愛未

匝瑳市立平和小学校
宇井　悠華

旭市立中和小学校
石毛　蒼倭

旭市立中和小学校
長谷川　蒼飛

匝瑳市立八日市場小学校
安藤　里桜

旭市立富浦小学校
大橋　由愛

匝瑳市立平和小学校
林　麗奈

銚子法人会女性部会長賞 5点

銚子法人会会長賞 6点
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銚子市立双葉小学校
嶋田　結月

銚子市立飯沼小学校
木村　秀人

銚子市立飯沼小学校
小室　昊史

旭市立中和小学校
金親　咲奈

旭市立中和小学校
宮負　和輝

銚子市立双葉小学校
寺島　ひまり

旭市立富浦小学校
田宮　あや乃

旭市立富浦小学校
曽我部　栞桜

旭市立富浦小学校
小嶋　帝輝

匝瑳市立平和小学校
太田　凛

匝瑳市立八日市場小学校
佐久間　羽和

旭市立富浦小学校
小林　みつき

匝瑳市立八日市場小学校
渡辺　ここ美

匝瑳市立平和小学校
小林　愛

優　秀　賞 14点
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佳　作 21点

銚子市立飯沼小学校 銚子市立飯沼小学校
早川　覇

銚子市立飯沼小学校
清野　結楽

銚子市立飯沼小学校
大木　颯悟

銚子市立双葉小学校
宮内　蘭

銚子市立双葉小学校
大木　奏介

匝瑳市立八日市場小学校
大舘　準也

旭市立富浦小学校
柴田　理世

旭市立双葉小学校
宮内　美琴

銚子市立双葉小学校
小松崎　元気

匝瑳市立八日市場小学校
黒須　恵梨香

匝瑳市立八日市場小学校
石﨑　千咲

匝瑳市立平和小学校
髙橋　奏怜

匝瑳市立平和小学校
神子　紗月

匝瑳市立平和小学校
高須　友基

匝瑳市立平和小学校
小阪　美幸

旭市立中和小学校
星野　結斗

旭市立中和小学校
玉田　遥

旭市立中和小学校
林　ほたる

旭市立中和小学校
杉﨑　杏菜

旭市立富浦小学校
増田　叶夢
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この度は、銚子支部幹事の寺内忠正さんが社長の
トーア産業株式会社さんを広報委員の田中英子さん
と訪問してお話をうかがいました。

【創業の経緯】
創業社長の根本忠臣氏は、親戚が営む根本缶詰で

働いておりましたが、「いつかは自分の会社を持ちたい
と」という強い思いを持ち続け、昭和46年に一念発起
し、知り合いの加工工場の冷凍庫を借りて、食品検査
の仕事を始めます。
当時は冷凍食品がまだ認知されていなかった時代で

す、銀行に相談しても融資は受けられず、奥さんの弘子
さん（のちに三代目社長、現顧問）が、電電公社の交換
士として働いて貯めた60万円が創業資金でした。
冷凍食品（ハンバーグなどの加工食品やミックスベ

ジタブル、濃縮還元ジュースなど）の検査に加えて、小
規模リパックの仕事も受けるようになり、作業場が手狭
になってきた頃、銚子市清川町の親戚の土地が空き、
昭和47年に移転することになりました。この移転をきっ
かけにトーア産業株式会社を設立しました。
その後、昭和48年には社員5名、創業から10年後の

昭和57年には社員25名の会社へと成長していました。
取扱業務量が増え、それに伴い社員数も順調に推移

していったのは、世の中に冷凍食品の便利さが認知さ
れていったことにほかなりません。
昭和55年に、自動計量包装の一号機を導入します。

それまでは、賞味期限の印字の後に、手作業で商品の
パック詰めの二段階作業を、一気に自動でこなしてくれ
ます。ただこの設備投資のための資金はかなりの額で、
忠臣社長にとっては大きな決断だったそうです。

この翌年には、自動計量包装機の二号機を導入しま
す。生産品種が多くなったための追加の導入で、この時
期、会社が大きく成長したことを物語っています。
相次ぐ設備の導入により、工場のほうも手狭になって

きます。新しい工場の建設を考え始めていたころ、忠臣
社長に趣味のゴルフ仲間から銚子市潮見町の土地を紹
介され、購入。昭和57年の年末から新工場の建設が始
まり、昭和58年6月に移転となりました。
新工場への移転後も、新しい機械の導入が相次ぎま

す。昭和60年には、横ピロー自動包装機を導入。確か、
学校給食用の冷凍パイナップルスティックの仕事を受け
ることになり、そのための導入だったと聞いています。

時代とともに進化
時代の節目となるミレニアムを迎える頃、冷凍食品

は暮らしに定着し、ますます多種多様な商品が登場し
ていました。そんな時代の後押しを受け、当社の業務
は安定していましたが、平成13年に創業社長・忠臣氏
が逝去。これにより遡ること5年前に入社し専務とし
て社長を支えていた長男の根本文夫氏が2代目社長
に就任します。
大学卒業後に当社の取引先に入社し、冷凍食品に

ついての見聞を深めていました。
文夫社長は、平成17年にX線異物検出器を3台導入

します。冷凍食品のパックのみならず、食品を扱うわけ
ですから、その安全性をも担保する必要があります。
この時のX線異物検出器はブルーベリーにリパックの
ために購入したと聞いています。当時はブルーベリー
栽培時に鳥よけのために散弾銃（鉛弾）を使用してい
たそうです。鉛弾がときにブルーベリーに入ってそのま

ま育ってしまうと、外観ではわからなくなってしまうの
だそうです。その鉛弾の検出のために、いち早くX線異
物検出器を導入したと聞いています。
また衛生管理においても最善の環境を整えるため、

平成１９年２月に新たな検査室を完成させたのも、文
夫社長の決断でした。しかし、検査室完成後の３月、く
しくも先代忠臣社長の七回忌法要を予定していた日の
朝に心不全で急逝されてしまいます。当社の危機でし
た。跡を継いだのは、文夫社長を亡くしたばかりの母
であり初代忠臣社長の妻である弘子さんでした。
文夫社長が検査室をリニューアルした直後で『せっ

かく文夫が残してくれたものを無駄にはできない自分
がやらなければ』との思いだったそうです。
平成１９年３月、三代目社長に根本弘子氏が就任

し、当社の新たなスタートとなります。このころの社員
数は３０名。文夫社長が亡くなる前に完成させた検査
室に続き、応接室、倉庫、休憩室なども次々と改修し、
社内施設を整えていきました。
平成２１年５月には、一般社団法人日本冷凍食品協

会の認定工場に合格します。
以前から認定工場ではあったのですが、冷凍食品認

定制度がいわゆるISOのようなより厳しい制度に移行
し、ここで新たに認定を取り直す必要が生じました。
認定取得は、書類作成や手順の見直し等に丸一年を費
やすほどのお仕事でしたが、関連企業の皆様のご指
導・ご協力をいただき、無事認証を受けることが出来
ました。

震災からの復興
安定した受注があり、社員一丸となって丁寧に仕事

をこなす日々。そんな日常がこともなげに崩れ落ちま
す。平成２３年３月１１日、東日本大震災です。いつもの
ように午後の仕事をこなしていた社員らを震度５強の
揺れが襲いました。そして何度も押し寄せた津波が工
場に大きなダメージを与えました。
後の調査により推定３.３mもの津波が襲ったと記

録されています。
震災後はしばらく、工場がある沿岸地域は立入禁止

になります。
当社の原料冷凍庫は２階にあったので、停電になる

まではしばらく生きていたのか、侵入した海水で２cm
ほどの厚さのスケートリンクになっていました。
工場内の機械はすべて壊滅状態。しかし建物は残っ

ています。震災から間もなく、３週間後くらいには大口
の取引先の皆様もご訪問くださり、「損害分は心配す
るな」と温かいお言葉をかけていただきました。
復興資金についても、大手取引先様が保証人になっ

てくださったことが大きな助けになりました。たくさん
の取引先様のご協力を得て、何とか復興することがで
きました。
震災から１年、平成２４年３月に縦ピロー包装機を

新たに導入し、本格的に業務が始動しました。震災復
興という大仕事を終え、平成２７年７月に弘子社長は

会長に退き、４代目寺内忠正社長が就任しました。

新たな歴史の始まり
寺内社長は、平成１７年、文夫社長の代に入社をし

ました。
入社後は当時の営業部長について取引先を回り、工

場のことは、当時の工場長に教わりました。弘子社長
から「引き受けなければ会社は閉める。」と言われた
ときは、従業員のためにも、また長らくお世話になって
きた取引先様のためにも、なんとか会社を存続させな
ければとの思いで、引き受けることにされたそうです。
その後社員はさらに増え、平成３０年には４０名に

なります。
そして、令和３年９月にFSSC202000認証を取得

します。
すべてのお客様のさらなる安全・安心のツールとし

て、２年をかけて認定取得にこぎつけました。
その最中の令和２年９月には銚子市長塚町に土地

を購入します。社長就任当時、仕事のお話をいただい
ても冷凍庫が狭く受注できないことがありました。ま
た東日本大震災を耐えたとはいえ、やはりその影響は
あり、インフラ設備も老朽化してきていたため、このま
まではいけないとの思いがありました。

寺内社長の思いが詰まった新工場は、令和６年５月
に完成。旧工場は４つだった作業ラインも７つに増や
しました。
今後も新設備の導入するなどし、新商品のアイディ

アはまだまだあるので開発に力を入れたいと抱負を
語ってくれた寺内社長でした。
この度はご協力ありがとうございました。

創立５０周年を記念して作成した社章。
デザインは、創業者根本忠臣社長の長女
で漫画家のねもと章子さんです。

会 社 訪 問 トーア産業株式会社
設　　　立　　昭和47年（1972年）
代表取締役　　寺内忠正
資　本　金　　1,000万円
社　員　数　　46人
本　　　社　　銚子市長塚町 6-4531-1
電 話 番 号 　　0479ー24ー4789
事 業 内 容　　冷凍くだもの・野菜の包装業
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新工場内　検査室

この度は、銚子支部幹事の寺内忠正さんが社長の
トーア産業株式会社さんを広報委員の田中英子さん
と訪問してお話をうかがいました。

【創業の経緯】
創業社長の根本忠臣氏は、親戚が営む根本缶詰で

働いておりましたが、「いつかは自分の会社を持ちたい
と」という強い思いを持ち続け、昭和46年に一念発起
し、知り合いの加工工場の冷凍庫を借りて、食品検査
の仕事を始めます。
当時は冷凍食品がまだ認知されていなかった時代で

す、銀行に相談しても融資は受けられず、奥さんの弘子
さん（のちに三代目社長、現顧問）が、電電公社の交換
士として働いて貯めた60万円が創業資金でした。
冷凍食品（ハンバーグなどの加工食品やミックスベ

ジタブル、濃縮還元ジュースなど）の検査に加えて、小
規模リパックの仕事も受けるようになり、作業場が手狭
になってきた頃、銚子市清川町の親戚の土地が空き、
昭和47年に移転することになりました。この移転をきっ
かけにトーア産業株式会社を設立しました。
その後、昭和48年には社員5名、創業から10年後の

昭和57年には社員25名の会社へと成長していました。
取扱業務量が増え、それに伴い社員数も順調に推移

していったのは、世の中に冷凍食品の便利さが認知さ
れていったことにほかなりません。
昭和55年に、自動計量包装の一号機を導入します。

それまでは、賞味期限の印字の後に、手作業で商品の
パック詰めの二段階作業を、一気に自動でこなしてくれ
ます。ただこの設備投資のための資金はかなりの額で、
忠臣社長にとっては大きな決断だったそうです。

この翌年には、自動計量包装機の二号機を導入しま
す。生産品種が多くなったための追加の導入で、この時
期、会社が大きく成長したことを物語っています。
相次ぐ設備の導入により、工場のほうも手狭になって

きます。新しい工場の建設を考え始めていたころ、忠臣
社長に趣味のゴルフ仲間から銚子市潮見町の土地を紹
介され、購入。昭和57年の年末から新工場の建設が始
まり、昭和58年6月に移転となりました。
新工場への移転後も、新しい機械の導入が相次ぎま

す。昭和60年には、横ピロー自動包装機を導入。確か、
学校給食用の冷凍パイナップルスティックの仕事を受け
ることになり、そのための導入だったと聞いています。

時代とともに進化
時代の節目となるミレニアムを迎える頃、冷凍食品

は暮らしに定着し、ますます多種多様な商品が登場し
ていました。そんな時代の後押しを受け、当社の業務
は安定していましたが、平成13年に創業社長・忠臣氏
が逝去。これにより遡ること5年前に入社し専務とし
て社長を支えていた長男の根本文夫氏が2代目社長
に就任します。
大学卒業後に当社の取引先に入社し、冷凍食品に

ついての見聞を深めていました。
文夫社長は、平成17年にX線異物検出器を3台導入

します。冷凍食品のパックのみならず、食品を扱うわけ
ですから、その安全性をも担保する必要があります。
この時のX線異物検出器はブルーベリーにリパックの
ために購入したと聞いています。当時はブルーベリー
栽培時に鳥よけのために散弾銃（鉛弾）を使用してい
たそうです。鉛弾がときにブルーベリーに入ってそのま

ま育ってしまうと、外観ではわからなくなってしまうの
だそうです。その鉛弾の検出のために、いち早くX線異
物検出器を導入したと聞いています。
また衛生管理においても最善の環境を整えるため、

平成１９年２月に新たな検査室を完成させたのも、文
夫社長の決断でした。しかし、検査室完成後の３月、く
しくも先代忠臣社長の七回忌法要を予定していた日の
朝に心不全で急逝されてしまいます。当社の危機でし
た。跡を継いだのは、文夫社長を亡くしたばかりの母
であり初代忠臣社長の妻である弘子さんでした。
文夫社長が検査室をリニューアルした直後で『せっ

かく文夫が残してくれたものを無駄にはできない自分
がやらなければ』との思いだったそうです。
平成１９年３月、三代目社長に根本弘子氏が就任

し、当社の新たなスタートとなります。このころの社員
数は３０名。文夫社長が亡くなる前に完成させた検査
室に続き、応接室、倉庫、休憩室なども次々と改修し、
社内施設を整えていきました。
平成２１年５月には、一般社団法人日本冷凍食品協

会の認定工場に合格します。
以前から認定工場ではあったのですが、冷凍食品認

定制度がいわゆるISOのようなより厳しい制度に移行
し、ここで新たに認定を取り直す必要が生じました。
認定取得は、書類作成や手順の見直し等に丸一年を費
やすほどのお仕事でしたが、関連企業の皆様のご指
導・ご協力をいただき、無事認証を受けることが出来
ました。

震災からの復興
安定した受注があり、社員一丸となって丁寧に仕事

をこなす日々。そんな日常がこともなげに崩れ落ちま
す。平成２３年３月１１日、東日本大震災です。いつもの
ように午後の仕事をこなしていた社員らを震度５強の
揺れが襲いました。そして何度も押し寄せた津波が工
場に大きなダメージを与えました。
後の調査により推定３.３mもの津波が襲ったと記

録されています。
震災後はしばらく、工場がある沿岸地域は立入禁止

になります。
当社の原料冷凍庫は２階にあったので、停電になる

まではしばらく生きていたのか、侵入した海水で２cm
ほどの厚さのスケートリンクになっていました。
工場内の機械はすべて壊滅状態。しかし建物は残っ

ています。震災から間もなく、３週間後くらいには大口
の取引先の皆様もご訪問くださり、「損害分は心配す
るな」と温かいお言葉をかけていただきました。
復興資金についても、大手取引先様が保証人になっ

てくださったことが大きな助けになりました。たくさん
の取引先様のご協力を得て、何とか復興することがで
きました。
震災から１年、平成２４年３月に縦ピロー包装機を

新たに導入し、本格的に業務が始動しました。震災復
興という大仕事を終え、平成２７年７月に弘子社長は

会長に退き、４代目寺内忠正社長が就任しました。

新たな歴史の始まり
寺内社長は、平成１７年、文夫社長の代に入社をし

ました。
入社後は当時の営業部長について取引先を回り、工

場のことは、当時の工場長に教わりました。弘子社長
から「引き受けなければ会社は閉める。」と言われた
ときは、従業員のためにも、また長らくお世話になって
きた取引先様のためにも、なんとか会社を存続させな
ければとの思いで、引き受けることにされたそうです。
その後社員はさらに増え、平成３０年には４０名に

なります。
そして、令和３年９月にFSSC202000認証を取得

します。
すべてのお客様のさらなる安全・安心のツールとし

て、２年をかけて認定取得にこぎつけました。
その最中の令和２年９月には銚子市長塚町に土地

を購入します。社長就任当時、仕事のお話をいただい
ても冷凍庫が狭く受注できないことがありました。ま
た東日本大震災を耐えたとはいえ、やはりその影響は
あり、インフラ設備も老朽化してきていたため、このま
まではいけないとの思いがありました。

寺内社長の思いが詰まった新工場は、令和６年５月
に完成。旧工場は４つだった作業ラインも７つに増や
しました。
今後も新設備の導入するなどし、新商品のアイディ

アはまだまだあるので開発に力を入れたいと抱負を
語ってくれた寺内社長でした。
この度はご協力ありがとうございました。

創立５０周年を記念して作成した社章。
デザインは、創業者根本忠臣社長の長女
で漫画家のねもと章子さんです。
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毎年、銚子漁港で、今年１年の漁の安全と豊漁を祈願す
る年始恒例の「漕出（こいで）式」が行われます。大漁旗を
取り付けた大小の漁船が海に繰り出し、岸からは市民や漁
業関係者が見守ります。
写真は、大岩將道氏にご提供いただきました。

落語「時そば」

表紙の解説

http://www.choshinet.or.jp/̃hojinkai/
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銚子法人会公開講演会
講師　林家木久蔵 氏

開催日：令和6年１１月21日　会場：銚子プラザホテル

申告書にこのシールを切り取って貼りましょう。
e-Taxご利用の場合には法人事業概況説明書の
「17 加入組合等の状況」欄に銚子法人会会員と入力しましょう。

講演会は、法人会会員や銚税協会員をはじめ市民等１３２名が参加しました。
今回の講演会は、日本語学者　金田一秀穂氏を講師に招聘しておりましたが、急遽体調
不良により、落語家　林家木久蔵氏を講師に招いて、講演と落語を約１時間30分お話頂き
ました。
講演会冒頭、井上会長から「急な予定の変更ではありましたが、有名な落語家　林家木
久蔵氏をお招きして楽しい時間を過ごしていただきたいと思っております。」と挨拶が行わ
れました。
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